
日
蓮
の
真
蹟
書
状
は
、
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
推
定
さ
れ
る
十
二
月
九

（
勺
且
）

日
付
と
き
殿
充
書
状
（
２
『
富
木
殿
御
返
事
』
）
か
ら
最
晩
年
の
弘
安
五
年
（
一

（
句
乙
）

二
八
二
）
三
月
上
旬
南
条
氏
充
と
推
定
さ
れ
る
書
状
（
伽
『
莚
三
枚
御
書
』
）
に

至
る
ま
で
、
数
多
く
の
も
の
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺

文
』
な
ど
の
遺
文
集
を
見
る
ま
で
も
な
く
、
書
状
は
日
蓮
真
蹟
の
中
で
も
曼
茶

羅
本
尊
、
著
作
と
並
ん
で
主
要
部
分
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
書
状
が
ど
の
よ
う
に
し
て
執
筆
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
形
態
に

つ
い
て
の
研
究
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
早
く
浅
井
要
麟
氏
に
よ
っ
て
祖
書
学

の
「
真
蹟
に
対
す
る
古
文
書
学
的
研
究
」
と
し
て
提
唱
さ
れ
、
外
的
考
察
と
し

て
書
風
・
字
体
・
花
押
・
墨
色
・
紙
等
、
内
的
考
察
と
し
て
様
式
・
用
語
・
文

（
の
回
）

体
・
日
付
等
の
課
題
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
課
題

を
明
ら
か
に
し
て
い
く
基
礎
的
作
業
の
一
つ
と
し
て
、
書
状
に
お
け
る
料
紙
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

は
じ
め
に

日
蓮
真
蹟
書
状
に
お
け
る
料
紙
に
っ

日
蓮
の
書
状
は
、
一
紙
あ
る
い
は
二
紙
で
完
結
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
三

紙
、
四
紙
、
更
に
長
文
の
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
後
掲
の
表
３
に
も
示
し

た
よ
う
に
鋼
『
孟
蘭
盆
御
書
』
の
一
七
紙
、
池
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
の
二

四
紙
な
ど
、
十
数
紙
か
ら
二
十
数
紙
に
わ
た
る
も
の
も
あ
る
。
一
般
に
書
状

は
、
一
紙
あ
る
い
は
二
紙
ま
で
で
書
き
終
え
、
三
紙
目
以
降
に
及
ぶ
こ
と
が
少

（
▲
ｑ
）

な
い
こ
と
は
、
古
文
書
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
か
ら
、
紙
数
の
多
い

書
状
は
日
蓮
の
書
状
の
大
き
な
特
徴
に
な
っ
て
い
る
。

複
数
の
料
紙
を
用
い
た
書
状
に
つ
い
て
、
古
文
書
学
で
は
「
本
文
が
二
紙
以

上
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
を
貼
り
継
ぐ
こ
と
な
く
、
文
字
の

な
い
方
を
背
中
合
わ
せ
に
し
た
形
で
巻
き
畳
む
の
が
例
で
あ
っ
た
が
、
近
世
に

な
る
と
巻
紙
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
続
紙
書
状
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ

（
Ｅ
ｕ
）

た
」
と
説
明
さ
れ
る
。

日
蓮
の
書
状
の
中
で
、
折
り
畳
ま
れ
た
ま
ま
の
当
初
の
形
態
を
保
っ
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、
管
見
の
限
り
知
ら
れ
て
は
い
な
い
。
伝
来
の
過
程
に
お

い
て
保
存
や
荘
厳
の
た
め
に
装
訂
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
多
く
が
巻
子
装
で
あ

い

て

寺
尾
英
智

一
一
一
一
一
一



る
。
従
っ
て
、
二
紙
以
上
の
複
数
の
料
紙
を
用
い
た
書
状
は
、
一
見
す
る
と
継

紙
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
料
紙
を
子
細
に
見
る
と
、
文

字
が
継
目
を
渡
ら
ず
、
一
紙
ご
と
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

日
蓮
の
書
状
は
、
複
数
の
料
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
一
紙
ご
と
の

料
紙
を
用
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
書
状
の
書
き
方
と
異
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
以
上
に
述
べ
た
料
紙
の
形
状
は
、
一
枚
の
料
紙
を
折
っ
た
り

切
っ
た
り
し
な
い
で
そ
の
ま
ま
用
い
る
竪
紙
で
あ
っ
て
、
書
状
を
含
め
た
文
書

（
回
Ｕ
）

の
最
も
普
通
の
料
紙
の
使
い
方
で
あ
る
。
日
蓮
の
書
状
は
、
こ
の
他
に
２
『
富

（
毎
ｆ
）

木
殿
御
返
事
』
な
ど
数
通
に
折
紙
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
継
紙
が
用
い
ら
れ
た

卿
『
太
田
殿
御
書
』
な
ど
の
例
外
的
な
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
大
部
分
は
竪
紙

で
あ
る
。

日
蓮
の
書
状
は
、
多
く
の
場
合
に
料
紙
の
順
序
に
従
っ
て
第
一
紙
か
ら
末
紙

へ
と
日
蓮
自
筆
の
番
号
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
番
号
を
丁
付
と
呼
ん

で
い
る
。
丁
付
の
記
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
書
状
本
文
を
一
紙
一
紙
に
認
め
た

（
。
○
）

後
に
読
み
返
さ
れ
、
補
筆
と
と
も
に
記
入
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
る
。
首
尾
完
存

の
書
状
は
も
と
よ
り
、
本
文
全
体
が
未
詳
で
あ
る
断
簡
に
お
い
て
は
、
料
紙
に

記
さ
れ
た
丁
付
は
、
当
該
書
状
中
に
お
け
る
料
紙
の
位
置
を
示
す
も
の
と
し
て

断
簡
を
一
通
に
復
元
す
る
た
め
の
手
懸
か
り
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
日
蓮
の
書
状
の
料
紙
の
用
法
に
つ
い
て
、
中
尾
尭
氏
は
次
の
よ

う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
１
、
自
筆
の
丁
付
が
は
っ
き
り
と
打
た
れ
て
い
る
。

２
、
（
巻
子
本
に
仕
立
て
ら
れ
て
伝
来
す
る
も
の
は
）
文
字
が
継
ぎ
目
を
渡
ら

な
い
。
３
、
（
同
じ
く
）
ノ
リ
シ
ロ
を
施
さ
な
い
で
、
料
紙
の
端
と
端
を
接
続
す

る
い
わ
ゆ
る
ツ
キ
ア
ワ
セ
の
技
法
を
も
ち
い
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い

て
、
１
は
、
染
筆
さ
れ
た
料
紙
の
順
序
が
乱
れ
る
の
を
防
ぐ
た
め
に
記
入
さ
れ

た
も
の
。
２
は
、
一
紙
ご
と
別
々
に
染
筆
さ
れ
た
こ
と
を
物
語
る
。
３
は
、
料

紙
一
杯
に
染
筆
さ
れ
て
ノ
リ
シ
ロ
を
付
け
る
余
裕
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
事
実
に
よ
り
、
日
蓮
は
書
状
を
認
め
る
時
に
は
、
幾
枚
か
の
料

紙
を
重
ね
て
一
紙
づ
つ
書
き
進
め
た
上
で
、
丁
付
を
打
っ
た
も
の
と
理
解
で
き

る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
染
筆
の
方
法
を
、
「
重
ね
紙
」
の
書
式
と

（
ｎ
秒
）

称
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
古
文
書
学
で
は
、
佐
藤
進
一
氏
『
古
文
書
学
入
門
』
に
二
般
に

書
状
を
一
枚
の
紙
に
書
き
上
げ
た
場
合
、
さ
ら
に
白
紙
一
枚
を
重
ね
て
、
相
手

へ
の
敬
意
を
表
す
。
こ
れ
を
礼
紙
と
い
い
、
本
来
文
書
の
主
体
で
あ
る
紙
を
本

紙
と
い
っ
た
（
な
か
に
は
礼
紙
を
二
枚
も
三
枚
も
重
ね
て
敬
意
を
厚
く
す
る
こ

と
も
あ
る
）
。
本
紙
に
書
き
き
れ
な
い
場
合
は
礼
紙
に
書
き
、
ま
た
追
而
書
な

ど
は
礼
紙
に
書
い
た
。
礼
紙
に
書
い
た
部
分
を
礼
紙
書
と
い
う
」
と
述
べ
ら
れ

（
畑
）

る
よ
う
に
、
書
状
の
料
紙
が
二
紙
に
わ
た
る
場
合
に
、
二
紙
目
を
礼
紙
と
称
し

て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
に
い
た
り
田
中
稔
氏
に
よ
り
、
書
状
の
本
文
が
書
か

れ
た
い
わ
ゆ
る
第
二
紙
目
と
礼
紙
と
は
、
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か

（
Ⅲ
）

に
さ
れ
た
。

日
蓮
の
書
状
は
二
紙
を
越
え
る
も
の
が
多
く
、
田
中
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う

に
、
第
二
紙
、
あ
る
い
は
第
二
紙
以
降
を
礼
紙
と
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き

な
い
．
そ
こ
で
、
日
蓮
の
書
状
を
中
尾
氏
が
提
唱
さ
れ
る
「
重
ね
紙
」
と
し
て

規
定
し
つ
つ
、
料
紙
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
し
た

三
四



表1 書状の料紙寸法一覧

日
蓮
の
書
状
の
料
紙
は
、
い
わ
ゆ
る
楮
紙
の
素
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
．
原

本
を
調
査
し
た
限
り
で
は
、
染
紙
な
ど
の
特
別
の
加
工
を
施
さ
れ
た
料
紙
は
、

用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
。
漉
き
返
し
の
宿
紙
（
薄
墨
紙
）
な
ど
も
、
現
在
の
と

こ
ろ
使
用
例
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
。

料
紙
一
紙
の
寸
法
は
、
料
紙
に
欠
損
が
見
ら
れ
な
い
主
な
書
状
に
よ
っ
て
掲

出
す
る
と
、
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
料
紙
一
紙
の
書
状
の
場
合
や
、
複
数
の
料

い
、
本
稿
で
は
、
料
紙
の
種
類
と
寸
法
、
さ
ら
に
料
紙
に
記
さ
れ
た
丁
付
に
つ

（
肥
）

い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

日
蓮
真
蹟
書
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て
（
寺
尾
）

－

紙
を
使
用
し
て
い
る
書
状
に
お
い
て
も
第
一
紙
で
は
、
袖
の
余
白
な
ど
が
伝
来

の
過
程
で
切
除
さ
れ
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
複
数
の
料
紙
を
用
い

た
書
状
に
よ
っ
て
第
二
紙
の
寸
法
を
示
し
た
。
巻
子
装
な
ど
で
料
紙
を
貼
り
継

い
で
い
る
場
合
に
は
、
糊
代
と
し
て
重
な
っ
て
い
る
部
分
は
寸
法
に
含
ま
れ
て

い
な
い
。
袖
と
奥
（
縦
）
、
天
と
地
（
横
）
を
そ
れ
ぞ
れ
計
測
し
て
い
る
場
合
に

（
旧
）

は
、
長
い
方
に
よ
っ
て
い
る
．

表
１
に
よ
れ
ば
、
料
紙
一
紙
の
寸
法
は
、
縦
二
八
～
三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
横
四
一
～
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
．
こ
れ
を
縦
横
の
寸
法
に
よ
っ

て
分
類
す
る
と
、
お
お
よ
そ
次
の
五
種
類
程
度
に
区
分
さ
れ
よ
う
。
装
訂
等
が

料
紙
の
寸
法
に
影
響
を
与
え
て
い
る
場
合
も
考
え
ら
れ
、
区
分
は
厳
密
な
も
の

三

五

註遺文名に＊を付したものは、第二紙の欠失等に

より第三紙あるいはそれ以降の料紙の寸法によ

った。

遺文恥 名 称 寸法（縦×横）

66

73

86

88

89

92

011

106

119

126

129

140

147

157

162

163

168

174

180

182

186

187

５
０
１
２
２
３
６
７
０

９
０
１
１
３
４
６
７
８

１
２
２
２
２
２
２
２
２
294

５
１
２
０
３

９
０
０
１
４

２
３
３
３
３
361

367

370

371

374

389

393

398

429

問注得意抄

金吾殿御返事

土木殿御返事

五人土篭御書

転重軽受法門

寺泊御書

富木殿御返事

真言諸宗違目

観心本尊抄副状

富木殿御返事

弁殿尼御前御書

法華行者値難事

上野殿御返事

聖人知三世事

富木殿御返事

可延定業御害

神国王御書

兄弟紗＊

妙一尼御前御消息

国府尼御前御書

大学三郎殿御書

高橋入道殿御返事

御衣並単衣御書

強仁状御返事

富木尼御前御書

忘持経事

道場神守護事

乗明聖人御返事

兵衛志殿御返事

始聞仏乗義

諸人御返事

富木入道殿御返事

中務左衛門尉殿御返事

妙法尼御前御返事＊

千日尼御前御返事

富木入道殿御返事

聖人御難事

慈覚大師事

諸経与法華経難易事

太田殿女房御返事

千日尼御返事

孟蘭盆御書

富木殿御返事

智妙房御返事

法衣書

法華証明紗＊

33．7×48．9

28．1×40.9

28．9×43.1

28．9×43.7

28．2×41．1

29.1×42.5

30．8×44.2

28．8×41．2

30．3×44.9

29．8×43.6

29．4×44.8

29．8×41．6

30．5×43.2

31.1×43．8

31．4×44．4

30．8×44．6

30．9×43.2

30．4×43.4

32．4×47．4

30．5×42．9

30．3×43.0

30．6×42.7

28．7×42.3

31．0×44.4

30.6×44.4

31．7×45．5

31.0×41.6

30.9×43.3

33.2×47．8

31．9×46.2

31.5×46.1

32.1×47.2

32.0×46.0

30.2×43.3

31.0×45.3

32.0×44.1

32.4×43.8

30.2×41.6

30.5×43．6

31.2×41.3

31.9×45.6

30.5×44.0

30.0×42.1

32.6×46.5

31.3×44.8

33.3×53．7



で
は
な
く
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
目
安
で
あ
る
。

Ａ
判
縦
三
二
～
三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

Ｂ
判
縦
三
二
～
三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
六
～
四
九
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

Ｃ
判
縦
三
○
～
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
四
～
四
六
セ
ン
チ
メ
ー

Ｄ
判
縦
三
○
～
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
一
～
四
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

Ｅ
判
縦
二
八
～
三
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
一
～
四
四
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル

表
１
に
掲
げ
た
四
六
通
を
こ
の
区
分
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
Ａ
判
一
通
、

Ｂ
判
八
通
、
Ｃ
判
一
三
通
、
Ｄ
判
一
六
通
Ｅ
判
八
通
と
な
り
、
五
種
類
の
中

で
は
中
判
と
も
い
え
る
Ｃ
判
．
Ｄ
判
の
縦
三
○
～
三
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横

四
一
～
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
の
料
紙
が
最
も
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

一
般
に
書
状
で
は
、
複
数
の
料
紙
を
用
い
る
場
合
に
は
共
紙
を
使
用
す
る
。

日
蓮
の
書
状
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
て
、
表
１
に
掲
げ
た
書
状
に
お
い
て

（
Ｍ
）

も
、
こ
の
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
例
外
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
も
の

に
職
『
兵
衛
志
殿
御
返
事
』
が
あ
る
。
同
書
は
本
紙
一
六
紙
に
記
さ
れ
、
各
料

紙
の
寸
法
を
掲
げ
る
と
、
表
２
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
紙
～
第
八
紙
は
表
１
に

も
示
し
た
よ
う
に
Ｂ
判
が
用
い
ら
れ
て
い
る
．
一
方
、
第
九
紙
～
第
一
六
紙
の

寸
法
を
見
る
と
、
Ｃ
判
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
書
状
の
内
容
は
、
料
紙
が
小
型

に
な
る
第
九
紙
以
降
に
お
い
て
、
第
八
紙
ま
で
と
特
別
改
ま
っ
た
部
分
は
見
い

ト
ル

『兵衛志殿御返

寸法一覧

表2だ
せ
な
い
。
料
紙
の
寸
法
か
ら
考
え
れ
ば
、
よ
り
大
判
の
料
紙
が
厚
礼
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
わ
ざ
わ
ざ
一
段
薄
礼
の
料
紙
に
変
更
す
る
こ
と
も
不
自
然
な
こ
と

で
あ
る
。
恐
ら
く
は
、
同
一
料
紙
の
不
足
に
よ
っ
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
の
寸
法
を
基
準
に
す
る
と
、
料
紙
の
一
部
が
破
損
し
た
り
切
り
取

ら
れ
て
失
わ
れ
て
い
る
場
合
で
も
、
料
紙
の
元
の
お
お
よ
そ
の
寸
法
を
推
測
で

き
る
。
捌
『
檀
越
某
御
返
事
』
の
料
紙
（
第
二
紙
）
は
縦
三
三
・
○
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
四
八
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
天
部
が
全
体
的
に
破

損
し
て
い
る
。
横
幅
の
寸
法
か
ら
は
Ｂ
判
と
判
断
さ
れ
、
縦
の
寸
法
は
三
四
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

剛
『
富
城
入
道
殿
御
返
事
』
は
二
紙
の
書
状
で
あ
る
。
寸
法
は
第
一
紙
が
縦

三
二
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
紙
は
横

四
○
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
い
か
に
も
寸
詰
ま
り
な
印
象
を
受
け
る

が
、
縦
の
寸
法
か
ら
Ｂ
判
と
判
断
さ
れ
、
同
様
の
寸
法
の
書
状
と
比
較
し
て
横

幅
が
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文

そ
の
も
の
に
欠
失
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
恐
ら
く
第
一
紙
袖
、
第
二
紙

奥
の
余
白
等
が
失
わ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

事』

三
二
ハ

註第11紙末尾3行

分切除あり。

紙数 縦×横(cm)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
吃
過
皿
賜
躯

33.2×44.0

33.2×47.8

33.0×47.5

34.1×47.5

32.8×47.9

33.1×47.7

33.0×47.8

33.0×47.2

30.8×45.4

30.8×44.9

30.7×34.5

30.8×45.5

31.1×43.0

31.2×42．7

31．3×43.4

31.1×41．8



同
様
の
事
例
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
畑
『
桟
敷
女
房
御
返
事
』
が
あ
る
。

本
書
も
二
紙
の
書
状
で
あ
る
が
、
第
一
紙
は
縦
三
一
・
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
三
五
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
第
二
紙
は
縦
三
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
三
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
料
紙
は
Ｃ
ま
た
は
Ｄ
判
と
判
断
さ
れ

る
か
ら
、
各
紙
共
に
幅
が
五
～
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。

剛
『
富
木
殿
御
書
』
は
一
紙
の
書
状
で
あ
る
。
寸
法
は
縦
二
七
・
一
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
横
四
九
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
料
紙
の
寸
法
は
、
縦
の

寸
法
か
ら
Ｅ
判
と
判
断
さ
れ
る
が
、
横
幅
の
寸
法
が
一
紙
と
し
て
は
い
か
に
も

（
崎
）

長
い
。
本
書
の
料
紙
は
従
来
一
紙
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
、
詳
細
に
見
る
と

二
紙
を
貼
り
継
い
で
い
る
。
料
紙
の
境
目
は
、
日
付
と
自
署
・
花
押
と
の
間
で

あ
る
．
右
側
部
分
は
横
四
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
左
側
部
分
は
横
七
・
八

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
か
ら
（
天
部
の
寸
法
に
よ
る
）
、
右
側
部
分
の
寸
法

は
Ｅ
判
に
ふ
さ
わ
し
い
寸
法
と
な
る
。
従
っ
て
、
本
書
は
小
判
の
料
紙
二
紙
を

用
い
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
伝
来
の
過
程
で
第
二
紙
の
充
所
よ
り
後
の
料
紙
が

失
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
丁
付
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
日
蓮
書
状
の
特
徴
で
あ
る

と
い
え
る
が
、
全
て
の
書
状
に
一
様
に
記
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
首
尾
完
結
し
て
い
て
料
紙
の
欠
損
が
見
ら
れ
な
い
書
状
に
よ
っ
て
、
丁
付

が
ど
の
程
度
記
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
て
み
よ
う
。

日
蓮
真
蹟
書
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て
（
寺
尾
）

一
一

主
な
書
状
を
、
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
料
紙
（
本
紙
）
の
紙
数
に
よ
っ
て
整

理
し
た
も
の
が
表
３
で
あ
る
。
表
３
に
よ
れ
ば
、
本
紙
二
紙
お
よ
び
三
紙
の
書

（
崎
）

状
で
は
、
側
『
桟
敷
女
房
御
返
事
』
（
二
紙
）
の
一
通
を
除
い
て
丁
付
は
記
さ
れ

て
は
い
な
い
。
四
紙
の
書
状
で
は
、
船
『
問
注
得
意
紗
』
に
記
さ
れ
な
い
だ
け

で
、
六
通
（
料
紙
破
損
に
よ
り
不
明
な
一
通
を
除
く
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。
五

紙
以
上
の
書
状
で
は
、
師
『
宝
軽
法
重
事
』
（
八
紙
）
、
剛
『
太
田
殿
御
書
』
（
一

○
紙
）
に
記
さ
れ
ず
、
肌
『
富
木
尼
御
前
御
書
』
（
八
紙
）
で
は
第
一
紙
の
み
に

記
さ
れ
る
の
承
で
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
の
書
状
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う

（
Ⅳ
）

ち
『
太
田
殿
御
書
』
は
継
紙
で
あ
っ
た
か
ら
、
丁
付
の
必
要
が
な
い
。
従
っ

て
、
丁
付
は
概
ね
三
紙
ま
で
の
書
状
で
は
記
さ
れ
な
い
が
、
四
紙
以
上
の
書
状

で
は
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
剛
『
千
日
尼
御
返
事
』
に
は
、
本
紙
と
は
別
に
「
追
申
」
の
書

き
出
し
で
は
じ
ま
る
一
紙
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
追
而
書
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
料

紙
一
紙
を
用
い
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
様
の
追
而
書
は
剛
『
法
華
行
者
値

難
事
』
に
も
あ
る
。
両
書
の
本
紙
は
そ
れ
ぞ
れ
二
三
紙
、
六
紙
で
あ
っ
て
、
表

３
に
示
し
た
よ
う
に
本
紙
に
は
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
追
而
書
の
料
紙
に

は
丁
付
は
記
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
一
紙
の
追
而
書
は
表
３
に
掲
げ

た
二
通
の
他
に
も
棚
『
神
国
王
御
書
』
（
本
紙
四
三
紙
以
上
、
尾
欠
）
、
伽
『
老

病
御
書
』
（
本
紙
六
紙
）
、
『
断
簡
七
一
（
五
大
の
も
と
御
書
）
』
（
本
紙
は
未
詳
）

（
肥
）

が
あ
り
、
何
れ
に
も
丁
付
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
具
体
例
が
数
少
な

く
断
定
は
で
き
な
い
が
、
本
紙
が
四
紙
以
上
で
あ
っ
て
も
、
一
紙
の
追
而
書
に

は
丁
付
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三

七



表3 害状の紙数と丁付の有無

三

八

遺文恥 遺 文 名 本文紙数 丁付の有 備 考

74 止観第五号之事御消息 2 なし

86 土木殿御返事 2 なし

88 五人土龍御宙 2 なし

101 富木殿御返事 2 なし

119 観心本尊抄副状 2 なし

120 妙一尼御返事 2 なし

129 弁殿尼御前御宙 2 なし 他筆の丁付あり

147 野殿御返事 2 なし

352 富城殿女房尼御前御書 2 なし

401 桟敷女房御返事 2 あり

132 乙御前母御宙 3 なし

280 諸人御返事 3 なし

425 内記左近入道殿御返事 3 なし

66 間注得意妙 4 なし 他筆の丁付あり

126 富木殿御返事 4 あり

162 富木殿御返事 4 あり

195 御衣並単衣御宙 4 あり 第4紙には丁付なし

243 乗明聖人御返事 4 あり 丁付は後筆か

254 兵衛志殿御返事 4 あり

283 壇越某御返事 4 不明＊ 料紙破損

357 上野殿御返事 4 あり

232 道場神守護事 5 あり＊ 第1紙は丁付なし

295 中務左衛門尉殿御返事 5 あり

350 上野殿御返事 5 あり

389 富木殿御返事 5 あり

399 重須殿女房御返事 5 あり

140 法華行者値難事 6 あり 追而書1紙(丁付なし)･封紙l紙あり

180 妙一尼御前御消息 6 あり 第3紙の丁付は後筆か

418 上野殿母尼御前御返事 6 あり

106 真言諸宗違I I 7 あり 本文は紙背に続く、丁付あり

182 国府尼御前《 '蟹 7 あり

393 智妙房御返聾 F 7 あり

89 転重軽受法F 1 8 あり

211 富木尼御前御宙 8 あり 丁付は第1紙のみ

217 宝軽法重事 8 なし 第1紙袖余白欠

255 富木殿御書 8 不明＊ 料紙破損

400 上野尼御前御返事 8 あり

92 寺泊御窩 9 あり

186 大学三郎殿御書 9 あり

212 忘持経事 9 あり 第9紙丁付は他筆

277 始聞仏乗義 9 あり

159 太田殿許御宙 10 なし 継紙

163 可延定業御宙 10 あり

310 富木入道殿御返事 10 あり

367 諸経与法華経難易事 10 あり

343 聖人御難事 12 あり

294 富木入道殿御返事 13 あり 封紙l紙

361 慈覚大師事 13 あり 第13紙丁付は他筆

266 兵衛志殿御返事 16 あり

374 孟薗盆御害 17 あり 封紙1紙

370 太田殿女房御返事 21 あり＊

371 千日尼御返事 22 あり 追而害1紙（丁付なし）

302 千日尼御前御返事 24 あり



一
紙
の
追
而
書
は
、
古
文
書
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
追
而
書
（
礼
紙
書
）
が
書

か
れ
た
礼
紙
で
あ
る
。
礼
紙
は
、
折
り
畳
ま
れ
た
本
紙
の
外
を
巻
き
包
む
も
の

と
し
て
加
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
本
紙
と
は
あ
く
ま
で
も
別
個
で
あ
っ
た
こ

（
旧
）

と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
本
紙
に
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
紙
の
追
而
書
に
丁
付
が
記
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
よ
う
な
本
紙
と

礼
紙
と
の
あ
り
方
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
丁
付
が
料
紙
の
ど
の
部
分
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
位
置
に
つ

い
て
畑
『
富
木
殿
御
返
事
』
（
本
紙
四
紙
）
に
よ
っ
て
み
る
と
、
第
一
紙
の

「
一
」
は
料
紙
の
奥
上
（
左
上
端
）
の
部
分
、
本
文
末
行
の
上
で
あ
る
。
第
二

紙
の
「
二
」
は
「
一
」
と
は
異
な
り
袖
上
（
右
上
端
）
の
部
分
に
記
さ
れ
、
第

三
紙
の
「
三
」
、
第
四
紙
の
「
四
」
も
第
二
紙
と
同
様
の
部
分
に
記
さ
れ
る
。
丁

付
の
記
さ
れ
る
位
置
は
、
鋼
『
孟
蘭
盆
御
書
』
（
本
紙
一
七
紙
）
な
ど
の
よ
う
に

長
文
に
及
ぶ
書
状
に
お
い
て
も
、
原
則
と
し
て
同
様
で
あ
る
。

丁
付
を
通
覧
す
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
数
字
の
重
複
、
欠
落
、
訂
正
な
ど
が

し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。
表
３
に
掲
げ
た
書
状
の
中
か
ら
示
す
と
、
次
の
通
り
で

あ
る
。

伽
『
上
野
尼
御
前
御
返
事
』
（
本
紙
八
紙
）
第
六
紙
を
「
五
」
と
誤
り
、

以
下
同
様
に
第
八
紙
「
七
」
に
至
る
。

鋤
『
慈
覚
大
師
事
』
（
本
紙
一
三
紙
）
第
五
紙
を
「
四
」
、
第
六
紙
を

「
五
」
、
第
七
紙
を
「
六
」
と
誤
り
、
第
八
紙
以
降
は
正
し
く
記
す
。
第
五

紙
～
第
七
紙
の
誤
り
を
そ
れ
ぞ
れ
「
五
」
「
六
」
「
七
」
と
訂
正
す
る
。

城
『
兵
衛
志
殿
御
返
事
』
（
本
紙
一
六
紙
）
第
四
紙
を
「
五
」
と
誤
り

日
蓮
真
蹟
密
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て
（
寺
尾
）

「
四
」
と
重
ね
書
き
し
て
訂
正
。
第
八
紙
ま
で
同
様
に
し
て
訂
正
。
第
九

紙
以
降
は
誤
記
な
し
。

狐
『
孟
蘭
盆
御
書
』
（
本
紙
一
七
紙
）
第
三
紙
を
三
」
と
誤
る
。
第
三

紙
以
降
も
同
様
に
誤
り
第
一
七
紙
「
十
六
」
に
至
る
。

弧
『
千
日
尼
御
返
事
』
（
本
紙
一
三
紙
）
第
一
五
紙
を
「
十
四
」
と
誤

る
。
第
一
六
紙
以
降
も
同
様
に
誤
り
、
第
一
三
紙
「
廿
一
」
に
至
る
。
第

一
五
紙
「
十
四
」
に
「
下
」
と
追
記
し
訂
正
。

”
『
千
日
尼
御
前
御
返
事
』
（
本
紙
二
四
紙
）
第
三
紙
を
「
二
」
と
誤

る
。
第
三
紙
以
降
も
同
様
に
誤
り
第
二
四
紙
「
廿
三
」
に
至
る
。

こ
の
他
に
剛
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』
に
も
訂
正
が
あ
り
、
表
３
掲
出
の
書

状
以
外
に
も

棚
『
法
華
証
明
紗
』
（
本
紙
九
紙
、
た
だ
し
第
二
紙
前
半
欠
）
第
五
紙
を

「
四
」
、
第
六
紙
を
「
五
」
、
第
七
紙
を
「
六
」
と
誤
る
。
小
字
（
他
筆

力
）
に
よ
り
訂
正
さ
れ
る
。

妬
『
南
条
殿
御
返
事
』
（
本
紙
一
三
紙
、
た
だ
し
第
一
二
紙
欠
失
）
第
一

七
紙
を
「
十
六
」
に
誤
る
．
第
一
八
紙
以
降
も
同
様
に
誤
り
第
一
三
紙

「
廿
ご
に
至
る
。
第
一
七
紙
の
「
六
」
に
「
七
」
と
重
ね
害
し
て
訂

正
。

”
『
高
橋
入
道
殿
御
返
事
』
（
本
紙
二
五
紙
、
た
だ
し
第
一
紙
・
第
二
紙
の

大
部
分
・
第
三
紙
・
第
一
九
紙
～
第
二
四
紙
欠
）
第
一
三
紙
を
「
十

二
」
、
第
一
四
紙
を
「
十
二
、
第
一
五
紙
を
「
十
三
」
、
第
一
六
紙
を
「
十

四
」
、
第
一
七
紙
を
「
十
五
」
、
第
一
八
紙
を
「
十
六
」
と
誤
る
。

三
九



な
ど
に
同
様
の
事
例
が
確
認
さ
れ
る
。
な
ぜ
こ
の
様
に
丁
付
に
つ
い
て
混
乱
が

起
こ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、
丁
付
が
ど
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
、
具
体
的
に
見
て
み
よ

う
。
こ
こ
で
は
本
文
の
墨
色
に
変
化
が
大
き
く
、
本
文
に
お
け
る
墨
継
ぎ
の
状

態
を
明
瞭
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
書
状
の
中
か
ら
鰯
『
中
務
左
衞
門
尉
殿
御
返

事
』
（
本
紙
五
紙
）
を
取
り
上
げ
る
。
同
書
の
墨
色
の
変
化
、
墨
継
ぎ
の
状
態
を

子
細
に
見
る
と
、
「
こ
か
ら
「
五
」
に
至
る
丁
付
の
文
字
そ
の
も
の
に
は
墨
色

の
連
続
が
見
ら
れ
ず
、
次
に
述
べ
る
よ
う
に
本
文
と
丁
付
の
間
に
墨
色
の
連
続

が
確
認
さ
れ
る
。

第
一
紙
ｌ
第
二
紙
第
一
紙
の
末
行
「
何
況
神
農
黄
帝
の
」
で
墨
が
切
れ

る
。
そ
し
て
墨
を
継
い
で
か
ら
「
ご
と
丁
付
を
末
行
の
上
に
記
し
、
第
二
紙

の
右
上
に
「
三
と
丁
付
を
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
「
力
及
へ
し
や
」
と
書

き
継
ぐ
。

第
二
紙
ｌ
第
三
紙
第
二
紙
の
末
文
を
「
此
を
治
れ
ハ
い
ょ
ノ
ー
増
長
す
」

と
記
し
、
そ
の
ま
ま
第
三
紙
の
右
上
に
「
三
」
と
丁
付
を
記
す
。
そ
し
て
墨
を

継
い
で
本
文
を
「
臂
ヘ
ハ
木
石
等
よ
り
．
．
…
・
」
と
書
き
出
す
。

第
三
紙
ｌ
第
四
紙
第
三
紙
の
末
行
を
「
…
…
而
復
増
劇
」
と
記
し
、
墨
を

継
い
で
「
浬
繋
経
云
」
と
記
す
。
さ
ら
に
墨
を
継
ぎ
な
お
し
第
四
紙
右
上
に

「
四
」
と
丁
付
を
記
し
、
そ
の
ま
ま
本
文
を
「
爾
時
王
舎
大
城
…
…
」
と
書
き

継
ぐ
。第

四
紙
ｌ
第
五
紙
第
四
紙
の
末
行
を
「
…
…
一
と
な
れ
り
」
と
記
し
、
墨

を
継
い
で
「
し
ら
す
教
主
釈
尊
の
」
と
記
し
、
続
け
て
第
五
紙
の
右
上
に

「
五
」
と
丁
付
を
記
し
、
本
文
を
「
入
か
わ
り
ま
い
ら
セ
て
」
と
書
き
継
ぐ
。

こ
の
よ
う
に
『
中
務
左
衞
門
尉
殿
御
返
事
』
に
よ
れ
ば
、
第
一
紙
は
本
文
に

続
い
て
丁
付
「
ご
、
第
二
紙
以
降
は
丁
付
の
数
字
を
記
し
た
後
に
本
文
を
続

け
て
記
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
丁
付
は
本
文
全
体
の
執
筆
が
終
わ
っ
た
後

に
、
全
体
を
通
し
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
本
文
を
書
き
進
め
る
中
で
各

料
紙
に
順
次
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
本
文
と
丁
付
の
書
き
よ
う
に
つ
い
て
、
丁
付
の
文
字
か
ら
本
文
冒

頭
の
文
字
へ
と
、
筆
が
つ
な
が
る
連
綿
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
糊
『
諸
経

与
法
華
経
難
易
事
』
で
は
第
二
紙
の
丁
付
「
二
」
か
ら
本
文
冒
頭
の
文
字

「
此
」
へ
と
は
っ
き
り
つ
な
が
っ
て
お
り
、
第
四
紙
の
丁
付
「
四
」
も
途
中
が

途
切
れ
て
い
る
が
本
文
冒
頭
の
文
字
「
や
」
へ
と
連
綿
が
確
認
さ
れ
る
。
こ
の

様
な
例
は
他
に
も
あ
り
、
剛
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』
第
三
紙
・
第
八
紙
・
第

一
二
紙
（
丁
付
は
「
四
」
）
、
測
『
千
日
尼
御
返
事
』
第
八
紙
に
見
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
場
合
に
は
、
料
紙
に
ま
ず
丁
付
を
記
し
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
本
文
を
記

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
様
に
見
て
く
る
と
、
丁
付
に
錯
誤
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
も
了
解
で
き
よ
う
。
本
文
を
書
き
終
え
て
か
ら
丁
付
を
通
し
て
記
入
し
て

い
っ
た
場
合
に
は
、
錯
誤
が
数
多
く
発
生
す
る
と
は
考
え
が
た
い
が
、
一
紙
一

紙
本
文
を
執
筆
し
な
が
ら
記
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
本
文
執
筆
に
専
心
す
る
あ

ま
り
錯
誤
を
犯
す
こ
と
も
大
い
に
考
え
ら
れ
る
。
誤
記
さ
れ
た
丁
付
は
、
日
蓮

自
筆
に
よ
っ
て
訂
正
さ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
が
、
こ
れ
は
書
き
終
え
た
後
に

本
文
を
読
承
返
す
中
で
訂
正
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
掲
の
丁
付
に
錯

四
○



書
状
は
通
常
の
場
合
、
料
紙
の
片
面
の
承
を
使
用
し
て
書
か
れ
る
．
と
こ
ろ

が
、
日
蓮
の
書
状
に
は
、
料
紙
の
両
面
を
使
用
し
て
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
も

の
が
あ
る
。
表
３
に
掲
げ
た
書
状
で
は
、
伽
『
真
言
諸
宗
違
目
』
が
こ
れ
で
あ

る
。
本
書
は
料
紙
七
紙
を
用
い
て
い
る
が
、
本
文
は
第
七
紙
か
ら
第
七
紙
裏
、

更
に
順
次
第
四
紙
裏
に
至
り
自
署
花
押
・
日
付
・
充
所
が
記
さ
れ
る
。
丁
付
は

第
七
紙
裏
に
「
八
」
と
あ
り
、
順
次
第
四
紙
裏
「
十
」
に
至
り
、
通
常
の
本
紙

一
○
紙
の
書
状
と
何
ら
変
わ
り
が
見
ら
れ
な
い
。
料
紙
の
表
裏
を
使
用
し
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
、
本
書
は
案
文
（
下
書
き
・
草
案
）
や
本
人
に
よ
る
写
・
控
で

日
蓮
真
蹟
書
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て
（
寺
尾
）

誤
が
見
ら
れ
る
書
状
か
ら
一
例
を
示
す
と
、
畑
『
慈
覚
大
師
事
』
（
本
紙
一
三
紙
）

が
あ
る
。
同
書
で
は
、
第
六
紙
・
第
七
紙
に
本
文
の
訂
正
が
集
中
し
て
い
る
。

長
文
の
書
状
に
丁
付
を
記
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
蓮
以
外
の
長
文
書
状
そ

の
も
の
が
大
変
少
な
く
、
管
見
の
限
り
で
は
一
例
を
知
る
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
れ
は
、
日
蓮
の
檀
越
富
木
常
忍
と
共
に
千
葉
頼
胤
に
仕
え
た
法
橋
長
専

（
釦
）

の
書
状
で
あ
る
．
日
蓮
真
蹟
聖
教
『
秘
書
』
の
紙
背
文
書
に
含
ま
れ
る
七
月
廿

八
日
付
長
専
書
状
が
こ
れ
で
あ
る
。
紙
背
文
書
一
五
号
は
「
四
」
、
一
九
号
は

「
五
」
、
二
六
号
は
「
六
」
、
二
七
号
は
「
七
」
と
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
、
筆
跡
・

内
容
か
ら
一
通
の
書
状
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も

『
天
台
肝
要
文
』
紙
背
文
書
三
四
号
に
も
丁
付
「
三
」
と
記
さ
れ
る
年
月
日
未

詳
長
専
力
書
状
断
簡
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
丁
付
を
記
す
こ
と
が
日
蓮
の
周

辺
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
は
、
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。

一
一
一

表
４
『
三
三
蔵
祈
雨
事
』
の
料
紙
復
元

あ
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
が
、
上
書
・
切
封
墨
引
が
あ
り
、
確
か
に
差
し
出
さ

れ
た
正
文
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
恐
ら
く
は
、
料
紙
の
不
足
に
よ
っ

て
、
本
文
が
紙
背
に
及
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。

料
紙
の
両
面
を
使
用
し
た
書
状
に
は
、
こ
の
他
に
も
棚
『
三
三
蔵
祈
雨
事
』

が
あ
る
。
本
書
は
一
六
紙
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
第
一
紙
の
後
半
部
分

（
全
体
の
約
三
分
の
二
）
お
よ
び
第
一
六
紙
を
欠
い
て
伝
え
て
い
な
い
。
料
紙

の
現
状
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
枚
の
料
紙
の
表
裏
を
相
剥
し
て
い
る
と

（
劃
）

見
ら
れ
る
墨
痕
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
墨
痕
を
手
懸
か
り
と
し
て
料
紙
の

原
状
を
復
元
す
る
と
、
〈
表
〉
第
二
紙
ｌ
〈
裏
〉
第
一
五
紙
・
〈
表
〉
第
三
紙
ｌ

〈
裏
〉
第
一
四
紙
、
以
下
同
様
に
し
て
〈
表
〉
第
八
紙
ｌ
〈
裏
〉
第
九
紙
と
な

る
。
即
ち
八
紙
の
料
紙
に
表
裏
両
面
を
用
い
て
記
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て

〈
表
〉
第
一
紙
ｌ
〈
裏
〉
第
一
六
紙
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
通
常
は
書
状

の
末
尾
に
あ
る
べ
き
日
付
・
自
署
花
押
・
充
所
は
第
一
紙
袖
に
記
さ
れ
て
い

る
。
丁
付
は
第
二
紙
に
「
二
」
と
あ
り
、
以
下
同
様
に
第
八
紙
に
「
八
」
と
記

さ
れ
る
が
、
第
九
紙
で
は
再
び
「
ご
と
記
さ
れ
、
以
下
同
様
に
第
一
五
紙

「
七
」
に
至
る
。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
、
表
４
の
通
り
で
あ
る
。

四
■■■■■■■■

復
元

料
紙
の
表

料
紙
の
裏

順
序

丁
付Ｉ

本
文
の
順
序

丁
付…

本
文
の
順
序

1
（
一
）…（

１
） 率

2 2;二 ;セ15

3 3;＝ ;※14

4 ;“4 ;ゞ13

5 ;ゞ5 ;”12

6 ;※6
一
一
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8 ;ヘ8 9 ； 一



書
状
の
第
一
紙
で
は
、
必
ず
袖
に
余
白
を
取
っ
て
本
文
を
書
き
起
こ
す
．
第

九
紙
で
は
丁
付
が
「
ご
と
記
さ
れ
て
い
る
が
余
白
は
取
ら
れ
ず
、
本
文
も
第

八
紙
（
表
「
八
」
紙
）
よ
り
第
九
紙
（
裏
「
一
」
紙
）
へ
と
連
続
し
て
い
て
、

第
九
紙
よ
り
特
に
改
ま
っ
て
い
る
様
に
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
丁
付
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
第
九
紙
の
「
一
」
に
つ
い
て
、
通
常
の
場
合
に
第
一
紙
の
「
一
」

が
記
さ
れ
る
料
紙
奥
上
（
左
上
端
）
の
部
分
（
本
文
末
行
の
上
）
で
は
な
く
、

第
二
紙
以
降
の
数
字
が
記
さ
れ
る
は
袖
上
（
右
上
端
）
の
部
分
に
記
さ
れ
る
こ

と
が
異
な
っ
て
い
る
。
丁
付
は
「
ご
と
は
記
さ
れ
た
が
、
第
八
紙
の
次
の
料

紙
と
し
て
書
き
継
が
れ
た
た
め
に
、
そ
の
位
置
は
袖
上
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る

浄
ハ
ゾ
。

料
紙
全
体
と
し
て
見
た
場
合
、
書
き
進
む
に
従
っ
て
一
紙
あ
た
り
の
行
数
が

少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
が
、
特
に
第
一
四
紙
・
第
一
五
紙
で
は
第
九
紙
～
第

二
紙
の
一
七
行
、
第
一
二
紙
・
第
一
三
紙
の
一
六
行
か
ら
、
第
一
四
紙
・
第

一
五
紙
で
は
二
二
行
へ
と
極
端
に
詰
め
込
ま
れ
て
お
り
、
料
紙
の
不
足
が
意
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
十
分
に
伺
え
る
。
第
一
紙
袖
に
日
付
等
が
記
さ
れ
た
の

も
、
恐
ら
く
は
裏
「
八
」
紙
の
紙
面
が
一
杯
で
書
き
記
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
に
相
違
な
い
。
丁
付
の
番
号
の
与
え
方
に
つ
い
て
は
異
な
る
も
の
の
、

紙
背
を
用
い
た
の
は
『
真
言
諸
宗
違
目
』
と
同
様
に
料
紙
の
不
足
に
よ
っ
た
も

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
書
状
の
料
紙
の
用
法
と
し
て
は
、
継
紙
と
共
に
破
格
の

も
の
と
い
え
よ
う
。

丁
付
が
本
文
の
途
中
で
再
び
「
一
」
と
記
さ
れ
る
書
状
に
、
刑
『
太
田
殿
女

房
御
返
事
』
が
あ
る
。
本
書
は
本
紙
が
二
一
紙
か
ら
な
る
長
文
の
書
状
で
あ
る

表5 『太田殿女房御返

事』寸法一覧

が
、
丁
付
は
第
一
紙
の
「
一
」
か
ら
第
八
紙
の
「
八
」
に
至
り
、
第
九
紙
に
再

び
「
一
」
と
記
さ
れ
、
第
二
一
紙
の
「
十
三
」
に
至
る
。
こ
の
よ
う
な
丁
付
か

ら
本
来
は
二
通
の
異
な
る
書
状
で
あ
っ
た
と
さ
れ
、
さ
ら
に
次
の
点
か
ら
も
同

様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
い
う
。
第
九
紙
は
冒
頭
に
約
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
余
白
を
取
り
、
大
き
め
の
文
字
で
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
書
き

方
は
、
書
状
の
冒
頭
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
同
一
で
あ
る
。
ま
た
、
第
九
紙
の

端
に
は
明
ら
か
に
表
装
を
施
し
た
と
ゑ
ら
れ
る
痕
跡
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と

か
ら
、
本
書
は
某
宛
の
八
紙
の
書
状
と
太
田
女
房
宛
の
一
三
紙
の
二
通
の
書
状

（
魂
）

が
一
巻
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
通
常
の
第
一
紙
に
お
け
る
丁
付
二
」
は
例
外
な
く
奥

上
、
本
文
末
行
の
上
に
記
さ
れ
る
。
そ
の
書
体
も
大
多
数
は
、
本
文
中
に
記
さ

れ
る
通
常
の
「
ご
と
は
異
な
り
、
力
を
抜
い
て
長
く
曳
く
よ
う
に
書
か
れ

る
。
し
か
し
、
第
九
紙
の
丁
付
「
一
」
は
袖
上
に
記
さ
れ
、
書
体
も
異
な
っ
て

い
る
。
む
し
ろ
『
三
三
蔵
祈
雨
事
』
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
第
九
紙
に
記
さ
れ
た
丁
付
「
一
」
は
、
書
状
の
書
き
出
し
で
あ
る
第
一
紙

を
示
す
「
ご
と
は
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
料
紙
に
つ
い
て
も
、
寸
法
（
表

四
二

紙数 縦×横(cm)

１
２
３
４
５
６
７
８
９
加
皿
肥
田
Ｍ
妬
肥
Ⅳ
旧
四
加
創

31.2×41．5

×41．3

×40.5

x41.8

×41．2

x41.0

×41．1

×41．7

×41．4

×41．0

x41．2

x41．2

×41．2

×41．0

×41．2

×41．0

×41．8

×41．3

×41．3

x41.2

×41．0



日
蓮
書
状
の
料
紙
に
関
す
る
問
題
の
中
か
ら
、
料
紙
の
種
類
と
寸
法
、
料
紙

に
記
さ
れ
た
丁
付
を
め
ぐ
っ
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
こ
で
、
改
め
て
指
摘

し
た
点
に
つ
い
て
ま
と
め
よ
う
。

料
紙
の
種
類
は
楮
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
．
寸
法
は
概
ね
縦
三
○
～
三
二
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
四
一
～
四
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
も
の
が
中
心
で
あ
る
。

丁
付
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
一
、
概
ね
本
紙
が
三

紙
ま
で
の
場
合
に
は
記
さ
れ
ず
、
四
紙
以
上
の
場
合
に
記
さ
れ
る
。
二
、
記
さ

れ
る
の
は
本
紙
の
象
で
あ
り
、
四
紙
以
上
の
場
合
で
あ
っ
て
も
一
紙
の
追
而
書

（
追
而
書
が
記
さ
れ
た
礼
紙
）
に
は
記
さ
れ
な
い
。
三
、
記
さ
れ
る
位
置
は
、

二
」
は
料
紙
の
奥
上
（
左
上
の
部
分
）
、
「
三
以
降
は
袖
上
（
右
上
の
部

分
）
で
あ
る
。
四
、
書
状
全
体
を
書
き
終
え
て
か
ら
ま
と
め
て
記
す
の
で
は
な

く
、
本
文
を
書
き
進
め
な
が
ら
記
す
。
五
、
そ
の
場
合
、
第
一
紙
は
末
文
に
続

い
て
「
ご
と
記
し
、
第
二
紙
以
降
は
丁
付
を
記
し
た
の
ち
引
き
続
き
本
文
の

日
蓮
真
蹟
密
状
に
お
け
る
料
紙
に
つ
い
て
（
寺
尾
）

５
参
照
）
・
紙
質
共
に
同
一
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
青
墨
で
あ
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
墨
色
や
、
全
体
の
文
字
の
大
き
さ
や
筆
勢
の
面
、
ま
た
内
容
面
か
ら
も
一

通
と
ゑ
て
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
．
恐
ら
く
は
、
第
八
紙
ま
で
執
筆
し

て
、
一
旦
筆
を
お
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
新
た
な
料
紙

に
執
筆
を
再
開
し
た
が
、
執
筆
を
終
え
て
い
た
前
半
部
分
の
丁
付
を
確
認
せ
ず

に
、
ま
ず
丁
付
を
「
一
」
と
記
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
新
た
な
料

紙
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
余
白
を
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

冒
頭
を
書
き
出
し
て
い
る
。

書
状
の
料
紙
に
つ
い
て
は
、
継
紙
の
使
用
、
封
式
な
ど
多
く
の
問
題
点
が
残

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
１
）
以
下
、
日
蓮
書
状
に
つ
い
て
は
、
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
遺
文
番
号

・
遺
文
名
に
よ
り
示
す
。

（
２
）
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
の
系
年
に
よ
る
。
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
目
録
』

で
は
『
莚
三
枚
御
書
』
を
弘
安
四
年
三
月
に
系
年
す
る
の
で
、
そ
の
場
合
は
二
月

二
十
八
日
付
『
法
華
証
明
紗
』
が
現
存
す
る
最
後
の
真
蹟
書
状
と
な
る
。

（
３
）
浅
井
要
麟
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
前
編
第
四
章
（
昭
和
二
○
年
）
。

（
４
）
田
中
稔
「
本
紙
・
礼
状
と
料
紙
の
使
用
法
に
つ
い
て
」
（
同
著
『
中
世
史
料
論

考
』
所
収
、
初
出
は
『
古
文
書
研
究
』
第
一
○
号
、
昭
和
五
一
年
）
一
四
六
頁
等

参
照
。

（
５
）
田
中
稔
「
日
本
の
古
文
書
」
（
同
著
『
中
世
史
料
論
考
』
所
収
、
初
出
は
『
日
本

の
美
術
一
七
四
古
文
書
』
、
昭
和
五
五
年
）
五
一
頁
．

（
６
）
料
紙
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
茂
男
「
文
轡
の
形
と
折
り
方
」
亀
書
の
日
本

史
』
第
九
巻
、
昭
和
五
一
年
）
に
簡
略
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
７
）
中
尾
尭
「
日
蓮
真
蹟
に
み
る
折
紙
の
書
状
」
（
『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
第
一

○
八
号
、
平
成
一
○
年
）
参
照
。

（
８
）
中
尾
尭
「
日
蓮
真
蹟
遺
文
の
伝
承
ｌ
中
山
法
華
経
寺
初
祖
日
常
（
Ⅱ
富
木
常

忍
）
の
場
合
ｌ
」
（
『
立
正
史
学
』
第
六
七
号
、
平
成
二
年
）
一
五
～
一
六
頁
。

（
９
）
中
尾
尭
「
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
」
（
『
棲
神
』
第
六
五

号
、
平
成
五
年
）
一
○
二
～
三
頁
。

（
叩
）
佐
藤
進
一
弓
新
版
］
古
文
富
学
入
門
』
（
平
成
七
年
）
二
六
頁
。
な
お
［
新

版
］
に
お
け
る
補
注
に
は
「
宙
状
の
用
紙
が
二
枚
に
わ
た
る
場
合
、
二
枚
目
の
用

紙
を
礼
紙
と
よ
ぶ
こ
と
に
は
、
田
中
稔
の
異
論
（
『
中
世
史
料
論
考
』
吉
川
弘
文

館
、
所
収
「
礼
紙
に
つ
い
て
」
）
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
書
礼
の
通
史
的
検
討
を
今
後

に
期
待
し
て
、
今
は
通
説
に
従
っ
て
お
く
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
礼
紙
に
つ
い

四
三



て
の
古
文
書
学
の
従
来
の
諸
説
に
つ
い
て
は
、
田
中
稔
「
礼
紙
に
つ
い
て
」
（
同

著
『
中
世
史
料
論
考
』
所
収
、
初
出
は
『
奈
良
平
安
時
代
史
論
集
』
下
巻
、
昭
和

五
九
年
）
一
五
四
～
五
頁
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

（
ｕ
）
田
中
稔
「
本
紙
・
礼
紙
と
料
紙
の
使
用
法
に
つ
い
て
」
（
註
４
前
掲
）
、
同
「
礼

紙
に
つ
い
て
」
（
註
皿
前
掲
）
。
な
お
、
田
中
氏
は
書
状
の
第
二
紙
が
重
紙
と
称
さ

れ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
更
に
百
瀬
今
朝
雄
氏
は
田
中
氏
が
い
う
と
こ
ろ
の
重

紙
は
裏
紙
と
称
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
修
正
さ
れ
た
。
百
瀬
今
朝
雄
「
重
紙
と
裏

紙
」
（
同
著
『
弘
安
書
札
礼
の
研
究
』
所
収
、
初
出
は
『
日
本
歴
史
』
第
四
七
九

号
、
昭
和
六
三
年
）
、
同
「
裏
紙
再
論
」
（
同
著
『
弘
安
曹
札
礼
の
研
究
』
所
収
、

初
出
は
『
日
本
歴
史
』
第
五
一
五
号
、
平
成
三
年
）
。

（
吃
）
古
文
書
料
紙
に
関
す
る
最
近
の
注
目
す
べ
き
研
究
に
富
田
正
弘
氏
を
研
究
代

表
者
と
す
る
『
古
文
書
料
紙
原
本
に
み
る
材
質
の
地
域
的
特
質
・
時
代
的
変
遷

に
関
す
る
基
礎
的
研
究
平
成
四
年
度
～
平
成
六
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金

（
総
合
研
究
Ａ
）
研
究
成
果
報
告
書
』
が
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
も
参
照
し
た
。

（
過
）
料
紙
の
寸
法
の
詳
細
は
寺
尾
英
智
『
日
蓮
自
筆
資
料
の
原
本
の
形
状
に
関
す

る
基
礎
的
研
究
平
成
一
○
年
度
～
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基

盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
）
研
究
成
果
報
告
書
』
（
平
成
一
二
年
）
。

（
Ｍ
）
前
掲
『
日
蓮
自
筆
資
料
の
原
本
の
形
状
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
平
成
一
○

年
度
～
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
（
２
）
研
究
成
果

年
度
～
平
成
一

（
脂
）
『
昭
和
定
本
遺
文
日
蓮
聖
人
遺
文
』
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
な
ど
。

（
焔
）
本
書
の
丁
付
は
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
等
の
写
真
版
で
は
、
全
く
判
読
で
き

な
い
。
し
か
し
、
原
本
を
拝
見
し
た
結
果
、
わ
ず
か
に
残
る
墨
痕
か
ら
第
一
紙
奥

上
に
「
ご
、
第
二
紙
袖
上
に
「
二
」
と
か
ろ
う
じ
て
判
読
さ
れ
る
。

（
Ⅳ
）
前
述
し
た
よ
う
に
、
書
状
に
は
継
紙
は
使
用
さ
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
日

蓮
の
書
状
に
は
そ
の
例
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

中
尾
尭
「
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
に
見
る
「
料
紙
」
の
用
法
」
（
註
９
前
掲
）
参
照
．

（
肥
）
寺
尾
英
智
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
の
形
態
と
伝
来
』
第
三
章
第
二
節
参
照
。
な
お
、

『
老
病
御
書
』
は
一
紙
の
承
の
独
立
し
た
遺
文
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
が
、
柵

報
告
啓
』
参
照
。

『
富
城
入
道
殿
御
返
事
』
の
一
部
分
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
同
上
宙
一
二
三

頁
）
。

（
岨
）
田
中
稔
「
礼
紙
に
つ
い
て
」
（
註
加
前
掲
）
一
七
○
頁
、
百
瀬
今
朝
雄
「
裏
紙
再

論
」
（
註
ｕ
前
掲
）
二
四
八
頁
。

（
犯
）
日
蓮
自
筆
聖
教
の
紙
背
文
書
は
、
中
尾
尭
氏
に
よ
り
そ
の
全
貌
が
紹
介
・
翻

刻
さ
れ
（
同
編
『
中
山
法
華
経
寺
史
料
』
、
昭
和
四
三
年
、
第
三
刷
・
平
成
六

年
）
、
さ
ら
に
同
氏
の
編
集
に
よ
り
影
印
本
が
刊
行
さ
れ
た
（
『
中
山
法
華
経
寺
聖

教
殿
日
蓮
聖
人
御
真
蹟
』
、
昭
和
五
六
年
）
。
石
井
進
「
鎌
倉
時
代
中
期
の
千
葉
氏

ｌ
法
橋
長
専
の
周
辺
ｌ
」
（
『
千
葉
県
史
研
究
』
創
刊
号
、
平
成
五
年
）
参
照
。

な
お
、
堀
日
亨
氏
に
よ
れ
ば
、
大
石
寺
所
蔵
の
（
永
仁
三
年
）
七
月
十
二
日
付

藤
原
忠
職
富
状
（
前
欠
）
の
料
紙
に
は
、
肩
に
「
三
」
お
よ
び
「
四
」
の
丁
付
が

記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
が
（
同
著
『
富
士
日
興
上
人
詳
伝
』
八
創
価
学
会
、
昭
和

三
九
年
Ｖ
四
六
四
頁
）
、
確
認
の
機
会
を
得
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

坂
井
法
嘩
氏
よ
り
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

（
別
）
『
日
蓮
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
九
巻
「
解
説
」
、
前
掲
拙
著
第
三
章
第
一
節
参
照
。

（
躯
）
中
尾
尭
「
日
蓮
真
蹟
遺
文
と
日
祐
『
本
尊
聖
教
録
』
（
『
立
正
史
学
』
第
六
九

号
、
平
成
三
年
）
八
頁
。
『
太
田
殿
女
房
御
返
事
』
に
つ
い
て
は
岡
元
錬
城
氏
が
検

討
さ
れ
て
い
る
（
『
日
蓮
聖
人
の
御
手
紙
』
第
三
巻
八
平
成
二
年
Ｖ
一
九
四
頁
以

下
）
。

付
記
本
稿
は
平
成
一
○
年
度
～
平
成
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究

（
Ｃ
）
（
２
）
）
研
究
課
題
「
日
蓮
自
筆
資
料
の
原
本
の
形
状
に
関
す
る
基
礎
的
研

究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

四
四


